
液晶一体型電子POPimpactv19VBとDVDプレーヤ＋外部モニターとの比較

 DVDプレーヤは、家庭用にてテレビに接続し映画やドラマ等を楽しむことを目的に製品化されたものであり、そのコンテンツの画角
も当時のテレビに合わせたものになっております。

 他方、当社が15年来自社開発し販売を続けている電子POPは店頭における販促用に特化したものであり、画像等の品質はもとより、
機能、信頼性、寿命、設置のし易さや運用面でもDVDプレーヤとは大きく異なった仕様となっています。

比較項目 DVDプレーヤ＋外部モニター 液晶一体型impacTV19VB

再生コンテンツの画質
DVDは規格上720×480ドットの解像度であり、高解像度の外部モニター
に接続しても綺麗に表示されません（ブルーレイは別）

液晶の解像度が1366×768ドットなのでDVDプレーヤを使用した場合と比
較すると格段に綺麗な画像となります。主流のFull HDのコンテンツも画
面一杯に黒帯無しで表示できます。

機能 コンテンツ選択、リピート機能程度
ブレーカ連動、自動起動/停止、スケジュール再生機能等、店頭での運用
ゆえに必要な機能を有しています。

信頼性（製品寿命）

24時間の連続稼働を想定した設計になっていません。ピックアップヘッ
ドやモーターといった機械的な駆動部分が多いため、連続稼働を行うと数
か月で故障する可能性が低くありません。

24時間365日の駆動を想定した設計になっています。振動や衝撃にも強く、
通常は数年間、問題無くご使用いただけます。

設置容易性
外部モニター用の電源、プレーヤ用の電源、映像信号用ケーブルと最低で
も3本のケーブル類の敷設の方法を考える必要となるだけでなく、プレー
ヤをどこに設置するのかといった設置上のケアが必要になります。

本機のための電源を１本敷設するだけで完了。また、モニター一体型なの
で、設置棚上の面積が小さくて済みます。

セキュリティ
（コンテンツ保護）

メディア（DVD）の盗難や意図しないコンテンツとの入れ替え等のいた
ずらが容易に行えてしまいます。

コンテンツは内蔵メモリ（SDカード）に記録されているので、ドライバー
を使用しない限り盗難の恐れはありません。また、コンテンツの更新（交
換）の際も指定名称のフォルダを使用したUSBメモリ以外ではできない仕
様としています。
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